
受 卵 方

調査地点

　サンル川流域流　
稚魚含むヤマメ総数

H15年 600,107尾
H16年 460,129尾

サクラマス親魚は前年に遡上

H14遡上

H15遡上

メス　3,358,080 ÷ 1,736 = 1,934尾
オス　　 1,934   ÷ 2    =   967尾

メス　2,284,080 ÷ 1,736 = 1,316尾
オス 1 316 ÷ 2 658尾

2,901尾

1,974尾

影響を受ける産卵床

H13　影響なし

H14　28 ÷ 1,934 ≒ 1.4% （推定）

H15　48 ÷ 1,316 ≒ 3.6% （推定）

H16　50 ÷ 1,623 ≒ 3.1% (推定）

H17 24 ÷ 1 316 ≒ 1 8% （実測）

サンル川流域流
生息密度調査

産卵期から稚魚までの
生存率　17.4%

H15  584,306 ÷ 0.174 = 3,358,080粒
H16　397.430 ÷ 0.174 = 2,284,080粒

サンル川流域に産みつけた卵数

稚魚(当歳魚)

H15年 584,306尾
H16年 397.430尾

　　　　　ようらん　
　　

メスの孕卵数

1,7
36

粒
/1

尾

H14　28個
H15 48個

沙流川流域
生息密度調査

沙流川流域に産みつけた卵数
当年　1,000尾 ÷ 20% ÷ 50% =
　　　　①　　 ②　 ③　　　　
　 　　　　　　10,000粒・・・④　

ｻｸﾗﾏｽ当歳魚数を
1,000

尾と仮定した場合
当歳魚　1,000尾・・・①

1,900粒/1尾※３ ・・・⑤

産卵期から当歳魚までの生存率　20%※１・・・②　
産着卵率　50%※２・・・③

48-11-2-11 48-11-2-11
治水

前年度　ｻｸﾗﾏｽ親魚遡上数
　メス　10,000粒 ÷ 1,900粒/1尾 ≒ ５.３ 尾
　　　　　④　　　 　 ⑤

　オス　 　5.3尾 ×　　 50%※４ ≒ ２．７ 尾

８尾

ｻｸﾗﾏｽ当歳魚を1,000尾と仮定した場合、親魚の遡上数は８尾と推定される

沙流川サクラマス親魚の遡上数推定方法

※１   杉若他(1994)による産卵から7月の稚魚期まで
の生存率17.4%をもとに、6月までの生存率を20%
と推定

※２   産着卵率を50%と仮定
※３   沙流川におけるメス親魚の推定平均産卵数
※４   オスの推定尾数はメスの50%と仮定

※１　杉若他（1994）による産卵から7月の稚魚期まで
　　　 の生存率17.4％をもとに、6月までの生存率を

20％と仮定
※２　産着卵率を50％と仮定
※３　沙流川におけるメス親魚の推定平均産卵数
※４　オスの推定尾数はメスの50％と仮定


